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①9期　②会長
③文教国体常任委員会
•誰もがいきいきと安心して暮らせる
　まちづくり調査特別委員会
•後期高齢者医療広域連合議会議員
•国民健康保険運営協議会
④宇都宮市下栗町718－3
　TEL. 656－3841
　FAX. 656－4106
⑤y-imai@gem.hi-ho.ne.jp
⑥http://www.gem.hi-ho.ne.jp/y-imai/

今 井 恭 男
 いま い やす お

①2 期　
③環境経済常任委員会【副委員長】
•広報広聴委員会【副委員長】
•議会制度検討会議【副会長】
•通学区域審議会
④宇都宮市高砂町 25-15-203
　TEL. 653－5151
　FAX. 666－0082
⑤info@hide-nakatsuka.com
⑥http://hide-nakatsuka.com

中 塚 英 範
 なか つか ひで のり

①4期　
③建設常任委員会
•議会制度検討会議
•環境審議会
④宇都宮市平出町2560
　TEL. 661－2485
　FAX. 050－3488－0510
⑤gohma5555@gmail.com
⑥http://www.dream-works.cc/gohma/

郷 間 康 久
 ごう ま やす ひさ

①１期
③総務常任委員会
•議会制度検討会議
•社会福祉審議会
•中央卸売市場運営協議会
④宇都宮市陽南２丁目 13-23
　TEL. 658－5628
　FAX. 658－5628
⑤satoru.ukaji@gmail.com

宇 梶　　哲
 う かじ さとる

①１期
③建設常任委員会
•次世代技術を生かしたまちづくり
　調査特別委員会
•広報広聴委員会
•交通安全審議会
④宇都宮市錦3丁目7-23　 　
　TEL. 624－2834
　FAX. 624－2834
⑤takahashi-hideki@ahwu.or.jp

高 橋 英 樹
 たか はし ひで き

①3期　②会計
③厚生常任委員会【委員長】
•次世代技術を生かしたまちづくり
　調査特別委員会
•議会ICT化検討会【副会長】
•都市計画審議会
④宇都宮市鶴田町405－38
　TEL. 305－4269
　FAX. 305－4269
⑤kodaira.m@nifty.com

小平美智雄
 こ だいら み ち お

①4期　②幹事長
③総務常任委員会
•次世代技術を生かしたまちづくり
　調査特別委員会【副委員長】
•議会運営委員会【副委員長】
•廃棄物減量等推進審議会
④宇都宮市下川俣町5－2
　TEL. 661－7343
　FAX. 661－7343
⑤a.komaba@mx10.ttcn.ne.jp

駒 場 昭 夫
 こま ば あき お

①4期　②副会長・政調会長
③厚生常任委員会
•誰もがいきいきと安心して暮らせる
　まちづくり調査特別委員会
•議会運営委員会
•農業振興対策審議会　
④宇都宮市六道町12－38
　TEL. 636－2582
　FAX. 636－2559
⑤info@f-chie.jp
⑥http://www.f-chie.jp

福 田 智 恵
 ふく だ ち え

常任委員会の所属が
変わりました。

令和２年度宇都宮市当初予算

一 般 会 計
優先・重点・主要事業予算 ※一部を抜粋

（☆…当会派が予算化を要望した事項）

【子育て・教育の未来都市】
●教育・保育施設等への給付・助成：190億3千万円余
・ 幼児教育・保育の無償化の実施
●教育・保育施設等の供給体制の確保：21億9千万円余
☆ 認定こども園の整備や保育所の増改築等費用の助成（11施設、定員

436人）
☆保育士等の処遇改善に向けた支援
●子どもの貧困対策の推進：4億6千万円余
☆ 親と子どもの居場所づくり事業の実施
☆ 生活困窮世帯の子どもへの学習支援教室の拡充
●児童虐待防止対策の推進：5千1百万円余
☆ 要支援児童を支援する団体への助成を拡充
●青少年の自立支援事業・社会参加の促進：1千6百万円余
☆ ひきこもりに悩む本人・家族の居場所への支援を実施
●ICT活用授業の推進：6億9千万円余
☆ 小中学校へのタブレット型パソコン等の導入及びLAN環境の整備
●いじめ・不登校対策の充実：3千4百万円余
☆ スクールソーシャルワーカーの増員（2名→3名）
●小・中学校の整備：17億4千万円余
☆ 中学校体育館への空調機器の導入（令和3年度設置）

【健康・福祉の未来都市】
●感染症等対策の推進：15億円余
●がん患者支援の充実：75万円余
☆ 若年者の在宅ターミナルケア支援制度の創設
●高齢者の生きがいづくりの推進：2億9千万円余
☆ 高齢者外出支援事業の拡充（バスカード交付額5,000円→10,000円）
●障がい者の日常生活支援の充実：2億3千万円余
●生活困窮者の自立支援：6千6百万円余
☆ 訪問型アウトリーチ支援員の配置による生活困窮者への就労支援の実施

【安全・安心の未来都市】
●総合治水・雨水対策基本方針

　令和元年台風第19号を上回る、想定される最大規模の降
雨に対し、自助・共助・公助を組み合わせた総合的な対策
により、人的被害を防止する。［目標貯留量：約20万㎥］

対策項目 主な取り組み内容

流
す
治水対策
 ［12億5千万円余］

☆河川の護岸強化
☆ 堆積土砂の除去、河道内樹木の伐採
・ 雨水放水路の水門改良工事による貯留

貯
め
る

河川への流出を
抑制する流域対策
 ［3億4千万円余］

・ 公共施設への雨水貯留・浸透施設タンクの設置
・  公園や学校における雨水貯留機能の強化
☆ 雨水流出抑制対策として調整池の整備を検討

土地利用対策
 ［2千8百万円余］

☆ 田んぼダムの試行・効果分析の実施及び普
及促進

防
ぐ
・
備
え
る

減災・水防対策
 ［2億2千万円余］

☆ ハザードマップの作成・周知
☆ クラウド型災害情報共有システムの導入
☆ 自主防災会による避難所開設・運営訓練実
施への支援

 ☆総合治水・雨水対策推進計画の策定［2千万円］

●防犯対策の強化：2億3千万円余
・自治会などへの防犯カメラ設置補助の拡充
・公立保育園・子ども発達センターへの防犯カメラの設置
●地域における活動の活性化：7千8百万円余
☆まちづくり分野のアドバイザー派遣等による自治会支援の実施

【魅力創造・交流の未来都市】
●情報発信活動の強化：1千7百万円余
☆ 東京圏における交流・活動拠点の確保
☆「みや暮らし体験事業」の拡充
●大谷地域の観光振興：1億3千万円余
☆ 回遊性の向上に向けた交通インフラの整備
☆ 地域資源を活用した体験型コンテンツの開発・事業化の支援
●スポーツを活用した地域活性化：1億2千万円余
☆ 東京2020オリンピックの開催に合わせた「３ｘ３のまち」の推進
●外国人の誘客促進：1千9百万円余
☆ 外国人旅行者向けポータルサイトの構築、観光コンテンツの魅力向上、
発信

●中心市街地の活性化：3億5千万円余
☆ 低・未利用地を活用した活性化に向けた社会実験の拡充

【産業・環境の未来都市】
●次世代イノベーションの推進：1千1百万円余
☆ 新産業創出支援事業補助金の拡充
●中小企業経営の支援：８百万円余
☆ 製造業の小規模企業に対するICT化促進事業の実施
●競争力ある農業生産体制の構築：9千万円余
☆  ICT機器を用いた農産物の品質・収量の向上に向けたモデル事業へ
の支援

●SDGｓ未来都市の推進：150万円
☆ SDGｓに対する市民、事業者の理解促進、普及啓発
●低炭素化の促進：2億3千万円余
☆ 再生可能エネルギーの地産地消の事業化に向けた地域新電力会社の
設立準備

【交通の未来都市】
●JR宇都宮駅東口地区整備の推進：7千万円余
☆コンベンション施設の着工、催事の誘致活動など
●空き家等対策の推進：7千6百万円余
☆空き家等の有効活用に係る地域活動への助成の拡充
☆空き家実態調査の実施
●LRT整備の推進：126億9千万円余
・JR宇都宮駅東側の整備（道路・橋梁工事、車両製造等）
☆市民理解の促進
・JR宇都宮駅西側におけるLRT事業化に向けた調査の実施
●公共交通の充実・利用促進：8億2千万円余
☆交通ICカードの導入支援
☆バス路線再編に係る調査の実施
●都市計画道路の整備：4億3千万円余

【行財政基盤の強化】
●ICT利活用の推進：4億円余
☆スマートシティの実現に向けた実証実験への支援
☆AIによる自動応答サービスとRPAの導入業務の拡充

会 派 意 見
　総合的な治水・雨水対策、子どもの貧困やひきこもりなどの社
会課題に対する居場所事業の実施や高齢者外出支援事業の拡充
など、当会派が要望した主要な制度・政策が反映されており賛成
するものである。ただし、市債残高の増加や基金残高の減少な
どに加え今後の景気減速も懸念されることから、財政の健全性・
安定性について定期的に点検を行っていくこととする。

会計名 令和２年度当初予算 前年比
一般会計 2,130億円 ▲1.6％

特別会計（13会計） 1,147億円余 2.8％
企業会計（3会計） 446億円余 5.0％

合　　計 3,724億円余 0.5％ 議 会 報 告
　報告1件、議案71件（人事案1件、予算案32件、条例案
25件、その他議決案13件）と議員提出議案3件、陳情11
件及び追加議案5件（予算案4件、条例案1件）が審議され
ました。

予 算 関 係
●令和元年度一般会計補正予算（第6号）31億2,821万円余増
※ 国の補正に伴う児童生徒向けの一人一台学習用端末の配置
に向けた「小学校整備費」及び「中学校整備費」の追加計
上など

● 令和元年度国民健康保険特別会計ほか特別会計補正予算13件
●令和2年度一般会計、特別会計、企業会計予算 ※左表参照

追加議案・予算関係
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大の防止及び市民生
活や経済活動に与える影響の最小化に向け、補正を行うもの。
● 令和元年度一般会計補正予算（第7号）2億1,809万円余増
※ 障がい者施設や保育所等におけ
る消毒薬の購入、PCR装置＊の
追加配置、納付済み給食費の返
還、小学校休業期間における子
どもの家等での児童受け入れに
伴う追加計上

●令和2年度一般会計補正予算
　（第1号）17億7千万円余増
※ 新型コロナウイルス感染症対策特別資金に係る利子補給の
実施及び融資枠の拡大に伴う追加計上

● 令和元年度国民健康保険特別会計補正予算（第3号）
　100万円余増
●令和2年度国民健康保険特別会計補正予算（第1号）
　600万円余増
※ 国の緊急対応策を踏まえた傷病手当金の支給に伴う追加計上

議 員 提 出 議 案
●子どもにとっての最善の教育を求める意見書（案） ･･･････可決
●新型コロナウイルス感染症対策に関する意見書（案） ･･････可決
●「気候非常事態宣言」に関する決議（案） ･･･････････････････否決

会派意見
当会派では気候変動対策を重要課題として位置づけ、強力
な推進を求めてきたところであるが、本議案は実効性のあ
る取り組みが無く、議会決議には相応しくないとの考えから
否決した。当会派としては環境問題への対応は市民・事業者・
行政が連携し取り組みを深化させて行くことが重要と捉え
ており、今後予定される環境基本計画の改訂等に積極的な
提言を行い、より実効性の高い対策を推進していく。

＊PCR測定器
（１日１２検体の検査が可能）

宇都宮市議会 定例会
令和２年【第1回】

 基本
目標

議会報告


